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昨日 7 月６日は夏季一時金第 10 次回答指定日でした。 
運輸関連における 7 日現在の要求提出状況は 167 職場中 96

職場の 57.5％で、6 割に届いていない状況となっています。ま
た、回答状況では 55 職場 57.2％、263,405 円で前年比マイナ
ス 12,456 円です。 

多くの職場で明日 8 日が支給日であることを鑑みると、要求
提出・回答状況の報告が遅れていることになります。あわせ
て、前年実績比が全体で 12,456 円のマイナスで、業態別でみ
ると①トラック一般マイナス 8,341 円、②石油輸送マイナス

100,788 円、③酸素マイナス 26,198 円で大変厳しい状況であることがわかります。 
この間の原油価格高騰による燃料や原材料などの高騰が運輸産業に及ぼす影響が懸念されています。全国

トラック部会幹事は具体的な状況集約を含め、各職場の実態報告をお願いします。 

 
 

 
 今年度から普及を開始したＥＮＥＯＳアソックカードの申込状況は、7 月 7 日現在 15 人分が部会事務局ま
で届いています。さらなる普及を強く呼びかけます。 
 全国トラック部会内のみならず、多くの皆さんにご利用いただ
ければと考えています。最新の燃料価格などのお知らせをいたし
ます全国トラック部会 LINE 公式アカウントの登
録もあわせて進めていただきますようお願いいた
します。右のＱＲコードから簡単に登録ができま
す。 

建交労全国トラック部会 メール：masaakisuzuki@kenkourou.or.jp TEL：03-3360-8021 
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＜首都圏集交団春闘総括会議 2022 年 5 月 8 日＞ 

業種 交渉単位数 要求提出数 要求提出率（％） 要求額（円） 回答数 回答額（円） 前年比（円） 妥結数 妥結額（円） 前年比（円）
運輸関連 167 96 57.5 807,475 55 263,405 -12,456 35 324,013 29,544
　　　トラック一般 120 63 52.5 750,343 38 266,091 -8,341 27 306,149 22,685
　　　石油輸送 4 3 75.0 951,048 3 183,286 -100,788 2 274,929 -9,145
　　　酸素 17 11 64.7 900,000 7 322,857 -26,198 3 518,333 137,546
　　　海コン 11 11 100.0 963,636 1 410,000 157,950 0
　　　紙パ 4 3 75.0 866,667 2 331,650 2,650 1 515,300 186,300
　　　生協 1 0 0.0 0 0
　　　バス 10 5 50.0 790,000 4 122,500 -16,995 2 245,000 35,757

2022年夏季一時金回答状況（業種別）　2022年7月7日現在
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